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相関取得が必要な場合

H-519へ切替えるための測定値相関取得方法

OCMA-505/555と従来の油分抽出溶媒H-997で得られた測定値によって、品質管理をしている場合や規格値を設けている場
合、新油分抽出溶媒H-519へ切替えるための相関取得作業が必要です。OCMA-505-H/555-Hの濃度補正機能やゼロシフト
機能を使用すると、H-519で得られる数値を、H-997を用いた場合の数値に換算できます。

相関取得の手順

OCMA-505 / 555とH-997を用いて、3種のサンプルを測定します

OCMA-505-H / 555-H とH-519を用いて、　と同じ3種のサンプルを測定します

H-519で得られたデータをX軸、H-997で得られたデータをY軸にして近似直線を作成します

　で作成した数式のxにH-519で得られた測定値を入れると、H-997での測定値に換算できます
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表1. 3種のサンプルによる測定結果（mg/L）

上記の場合、図1の式 ( y = 1.1 x - 1.5 ) より、H-519で得られた測定値をxに代入して計算すると、H-997での測定値を
求められます。また濃度補正機能やゼロシフト機能を使用する場合、測定設定の濃度補正の項目に1.1を、ゼロシフト補
正値の項目に - 1.5を入力すると、H-519で得られた測定値をH-997を用いた場合の測定値に換算できます。
※上記のデータは一例です。サンプル数、グラフの傾き、切片などは場合によって、異なります。

H-519での測定値 (mg/L)
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図1. 表1をもとに作成した散布図、近似直線
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